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老
人
に
入
浴
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

補
正

予
算

福
祉
き
め
こ
ま
か
に

さ
る
六
月
二
十
三
日
、
昭
和
四
十
(
年
第
二
回
足
立
区
議
会
定

例
会
本
会
議
に
お
い
て
、
昭
和
四
十
(
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

正
予
算
(
第
二
号
)
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
緑
化
事
業

推
進
の
経
費
・
老
人
福
祉
事
業
の
経
賢
等
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
お
も
な
事
業
に
つ
い
て
目
を
向
け
て
み
ま
し
た
。

福 祉
■
ね
た
き
り
老
人
に

巡

回

入

浴

老
す
い
や
傷
病
の
た

め
、ね
た
き
り
状
態
(一

じ
る
状
態
も
含
む
)
の

六
十
五
歳
以
上
の
老
人

に
対
し
て

、
こ
と
し
の
九
月
(
予
定
)

か
ら
巡
回
入
浴
を
行
な
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
特
殊
浴
槽
の
設
備
の
あ
る

足
立
新
生
苑
と
自
宅
を
巡
回
用
自
動
車

に
よ
り
、
送
迎
す
る
も
の
で
す
。

巡
回
用
自
動
車
に
は
、
昇
降
機
と
車

イ
ス
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の

で
、
安
心
し
て
巡
回
入
浴
が
で
き

ま

す
。

入浴で楽しいひとときを

保
護
世
帯
の
老
人
に

理
髪
利
用
券
を

生
陋
保
護
世
帯
の
七
十
歳
以
上
の
老

人
の
方
(
男
性
)
に
、区
内
理
容
店
の

利
用
券
を
。ま
た
、生
活
保
護
世
帯
の

七
十
歳
以
上
の
女
性
の
方
に
は
、栄
饗

ク
リ
ー
ム
・
髪
油
等
が
購
入
で
き
る
保

健
衛
生
品
購
入
券
を
支
給
し
ま
す
。
こ

れ
ら
の
二
つ
は
、
九
月
か
ら
実
施
し
ま

す
。

老
人
健
康
入
浴
デ
ー
の

援

助

現
在
、
七
十
纎
以
上
の
老
人
の
方
に

年
間
十
四
枚
の
敬
老
入
浴
券
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
区
内

陌
禍
組
合
で
は
、
毎
月
十
五
日
を
i

人
摶
康
入
浴
デ
ー
と
し
て
、
公
衆
浴

櫑
が
老
人
の
方
の
健
康
と
保
養
の
増
進

な
ら
ぴ
に
社
交
の
場
に
な
る
こ
と
を
ね

ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
区
で
も
、
老

人
の
方
が
ゆ
っ
く
り
と
入
浴
し
、
ゆ
っ

た
り
と
だ
ん
ら
ん
で
き
る
よ
う
に
、
各

浴
場
に
、
カ
ー
ペ
'
卜
の
配
布
な
ど
　

ズ

浴
デ
J

充
実
の
た
め
の
援
助
を

し
ま
す
。
実
施
は
(
月
十
五
日
の
入
浴

デ
ー
に
閧
に
合
わ
せ
る
予
定
で
す
。

前
記
の
ほ
か
に
、
次
の
よ
う
な
事
業

計
画
が
あ
り
ま
す
。
(
一
都
掲
職
)

口
長
期
間
居
宅
に
お
い
て
臥
床
し
て
い

る
老
人
に
日
常
生
活
用
具
の
給
付

口
(
十
(
歳
の
老
人
に

渠

寿
の
懋

の
記
念
品
を
九
月
に
支
給

口
老
人
集
会
所
の
建
設

口
千
生
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
(
仮

称
)
建
設

口
応
急
か
口
資
金
賃
付
制
度
(
十
一
月

か
ら
実
施
)

広 報
■
足
立
区
紹
介
の
た
め

広
報
映
画
を
製
作

区
内
の
変
ぽ
う
は
著

し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
農
業
区

で
あ
っ
た
足
立
区
も
、

現
在
は
べ
y
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
水
処
理
場
・
舎

人
森
林
公
園
の
建
設
な
ど
区
内
は
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

変
わ
り
ゆ
く
足
立
区
の
姿
を
記
録
に
残

し
、
広
く
一
般
に
足
立
区
を
紹
介
す
る

た
め
に
、
広
報
映
画
を
製
作
し
ま
す
。

本
事
業
は
敷
年
に
わ
た
る
継
続
事
業

と
な
る
予
定
で
す
。

本
年
度
は
、
区
の
施
設
を
区
民
の
み

な
さ
ん
が
利
用
す
る
立
場
で
と
ら
え
た

映
画
を
製
作
す
る
方
針
で
す
。

み
な
さ
ん
の
町
へ
、
製
作
ス
タ
ッ
フ

が
お
う
か
が
い
す
る
と
き
は
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
完
成
は
、

来
春
の
予
定
で
す
。

緑 化
■
休
耕
農
地
を
利
用
し
て

苗
木
の
栽
培

区
内
の
農
地
の
約
半

分
は
、
休
耕
農
地
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
区
で
は
、

こ
の
休
耕
農
地
を
利
用
し
て
、
農
家
に

樹
木
の
苗
木
栽
培
を
委
託
し
、
大
き
く

な
っ
た
ら
区
民
に
配
布
し
よ
う
と
い
う

採

耕
農
地
利
用
の
緑
化
事
業
*

な
い
ま
す
。
こ
の
賦
み
は
、
都
内
で
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
こ
と
し
の
九
月
頃

苗
木
栽
培
の
委
託
を
行
な
い
、
苗
木
を

育
て
、
三
年
後
の
昭
和
五
十
一
年
中
に

一
区
民
に
配
布
す
る
計
画
で
す
。

―7月1日から―

休日診療を行

っています

区
で
は
、
七
月
一
日
か
ら
足
立
区
医

師
会
と
協
力
し
て
、
日
曜
日
と
祝
日
に

「
休
日
診
療
」
を
次
の
よ
う
に
行
な
っ

て
い
ま
す
。

口
当
番
医
　
八
日
(
日
)
1
市
原
病
院

(
啻
(
(
七
-
(
五
一
ニ
-
)
・
西
新
井

病
院
(
曾
{
四
〇
一
七
}
一
こ
・
長

門
病
院
(
曾
六
〇
五
一
三
一
三
三
)

十
五
日
(
日
)
1
井
口
整
形
外
科
病
院
(

曾
(
(

一
上

三

三
)

・
佐
々

木
病
院
(
啻
(
(

七
-
三
一
六
(
)
・

宮
坂
病
院
(
曾
(
(

九
一

九
〇
〇
こ

口
診
療
科
目
　
内
科
・
小
児
科
の
魯
病

患
者
(
外
科
・
産
科
な
ど
の
患
者
や

重
病
人
は
救
急
病
院
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
)
。

往
齢
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

口
診
療
時
間
　
午
前
十
時
ヽ
'ヽ午
後
四
時

口
持
参
す
る
も
の
　
診
療
に
は
、
各
種

健
康
保
険
が
適
用
に
な
り

ま
す

か

ら
、
健
康
保
険
証
の
あ
る
方
は
、
必

ら
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
保
険
証
を

お
持
ち
に
な
ら
な
い
と
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
　
先
区
役
所
保
健
係

※
当
番
医
に
は
「
休
日
診
療
当
番
医
」
の

ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
部
が
誕
生
し
ま
し
た

―
7
月
1
日
の
機
構
改
革
で
―

私
た
ち
の
足
立
区
も
年
ご
と
に
都
市

化
が
す
す
み
、
衒
な
み
も
整
い
、
道
路

や
排
水
路
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
毎
日

の
生
活
も
便
利
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
自

然
が
そ
こ
な
わ
れ
た
り
、
大
気
の
汚
れ

や
騒
音
の
増
加
に
加
え
、
密
集
し
た
市

街
地
特
有
の
局
地
的
出
水
や
大
地
震
火

災
の
危
険
な
ど
の
新
し
い
問
題
が
起
こ

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
問
題
に
総
合
的
な

立
場
で
取
り
く
み

、
区
民
の
み
な
さ
ん

の
生
活
環
境
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
す

る
た
め
、
七
月
一
日
付
で
区
の
組
織
を

改
正
し
て
環
境
都
を
新
段
し
ま
し
た
。

次
に
環
構
部
の
し
ご
と
の
あ
ら
ま
し

を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す

の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
や

お
願
い
し
ま

す
。環

境
部
に

は
、い
ま
ま

で
雖
築
部
に

あ
っ
た
公
害
課
が
移
る
ほ
か
、
新
設
の

環
境
課
と
防
災
課
が
所
属
し
三
踝
(
係

と
な
り
ま
す
。

各
課
の
分
担
(
　
)

は
係
名

▽
環
境
課
(
庶
務
・
緑
化
・
衛
生
)
　

自
然
保
慶
の
立
楊
か
ら
、
緑
化
事
巣

の
中
心
と
な
る
一
方
、
ね
ず
み
や
害
虫

鄲
除
、
側
溝
珊
掃
、
空
地
の
適
正
な
管

理
の
摎
導
そ
の
他
生
活
環
境
に
関
係
す

る
仕
事
の
と
り
ま
と
め
を
し
ま
す
。

▽
公
害
課
(
調
整
・
エ
塙
・
監
視
)
　

い
ま
ま
で
建
築
郎
に
あ
っ
た
公
害
の

防
止
に
関
す
る
、公
害
の
調
査
測
定
、工

場
の
認
可
、
巡
回
指
導
な
ど
の
仕
事
を

引
継
ぎ
ま
す
が
、
さ
ら
に
能
率
的
に
な

る
よ
う
係
の
分
担
を
変
更
し
ま
し
た
。

▽
防
災
課
(
防
災
計
画
・
防
災
施
股
)

都
市
生
活
と
生
命
の
安
全
に
、
い
ち

ば
ん
恐
し
い
非
常
災
客
を
防
ぐ
に
は
、

予
防
計
画
旁
充
実
し
、
非
常
時
に
適
確

な
行
勵
が
と
れ
る
よ
う
、
平
素
か
ら
馴

練
を
し
て
お
く
と
と
も
に
、
貯
水
槽
や

消
火
器
、
非
常
用
無
線
そ
の
他
の
施
設

を
整
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で

こ
れ
ら
の
仕
事
を
担
当
し
ま
す
。

都議会議員選挙の

投票日は7 月8 日

有
裕
者
の
み
な
さ
ん
、
あ
な
た
の

一
票
を
ど
の
候
補
者
に

投
票
す
る
か
も
う
決
め

ま
し
た
か
。

今
回
の
選
挙
は
七
〇

年
代
の
首
都
東
京
の
未

来
と
進
路
を
決
め
る
重

麝
な
意
義
を
も
っ
て
お

り
ま
す
。

日
本
中
が
こ
の
遇
挙

に
深
い
関
心
を
寄
せ
、

そ
の
結
果
を
注
目
し
て
お
り
ま
す
。

有
権
者
の
み
な
さ
ん
、
投
票
日
に
は

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
投
票

し
ま
し
ょ
う
。

投
票
時
間
は
午
前
七

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

で
す
。

あ
な
た
の
投
票
所
は

先
き
に
郵
送
し
た
投
票

所
入
場
整
理
券
に
I
い

て
あ
り
ま
す
か
ら
も
う

一
度
よ
く
確
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

母
と
子
の
施
設
見
学
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

楽
し
い
夏
休
み
が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。
家
族
そ
ろ

っ
て
の
計
画
も
、
海
か
山
か
と
迷
っ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、区
の
広
報
課
で
は
、夏
休
み
を
利
用
し
て
、

二
十
組
の
「
毋
と
子
の
施
設
見
学
」
を
行
な
い
ま
す
。

日
頃
、
区
内
に
あ
る
施
設
も
、
直
接
見
学
す
る
機
会

が
少
な
い
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
、
一
日
を
親

子
そ
ろ
っ
て
、
施
股
見

学
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▽
日
時

七
月
二
十
四
日
(
火
)
・
二
十
五
日
(
水
)
両
日
。

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
頃
ま
で
。

▽
見
学
場
所

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
/
交
通
公
園
/
体
育
館
/

文
化
会
館
/
西
伊
興
児
童
館
/
西
新
井
大
師

▽
集
合
(
解
散
)
場
所
等

集
合
場
所
は
、
足
立
区
役
所
本
庁
舎
前
に
午
前
九
時

三
十
分
ま
で
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い

。
な
お
、
西
新

井
駅
前
で
解
敵
い
た
し
ま
す
。▽

参
加
資
格

小
学
校
五
年
生
ま
た

は
六
年
生
の
子
と
そ

の
ほ
親
で
、
区
内
に

住
ん
で
い
る
方
。

▽
会
費
　
無
料
。

な
お
、当
日
の
見
学
賢
料
及
び
昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

竜
話
で
直
接
、
区
役
所
広
報
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
が

変
わ
り
ま
す

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
(
う
す

茶
色
)
は
、(
月
一
日
で
新
し
い
保
険

証
(
渙
ク
リ
ー
ム
色
)
に
更
新
さ
れ
ま

す
。(

月
一
日
か
ら
は
、
古
い
保
険
証
を

医
療
機
関
へ
提
示
し
て
も
、
保
険
扱
い

に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
、
新
し
い
保
険
証

を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
新
し
い
保
険
証
は
、
七
月
末

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
も
し
、

屆
か
な
い
時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
古
い
保
険
証
は
、
八
月
に
な
り
ま

し
た
ら
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。(
返
信

用
の
封
簡
は
、
保
険
証
に
同
封
し
て
あ

り
ま
す
。)

次
に
咳
当
す
る
方
へ

〇
会
社
等
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
が
ら
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
は
、
国
保
を
や
め
る
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
方
で
、
他

の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
な
い
方

は
、
至
急
加
入
の
手
桃
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
国
民
健

康
保
険
課
賢
格
賦
課
係
へ
ど
う
ぞ
。

7月の区民福祉センター・児童館・図書館だより
□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
〇
五
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室
　
初
心
者
水
泳
教
室
　
五
日
(
木
)
・
十
二
日
(
木
)

午
前
十
時
対
象
は
区
内
の
女
性
定
員
五
十
名
生
花
教
室
　
六

日
(
金
)
午
前
十
時
定
貝
三
十
名
材
料
費
二
百
五
十
円
は
さ
み

・
雑
巾
持
参
七
宝
焼
教
室
　
六
日
(
金
)
午
後
一
時
定
員
三
十
名

材
料
費
五
百
円
　
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
教
室
　
十
日
(
火
)
午
前
十
一

時
定
員
五
十
名
　
講
習
費
二
千
円
　
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
　

十
一
日
(
水
)
午
後
一
時
材
料
費
五
百
円
鉄
筆
・
ヵ
'
タ
ー
・

は
さ
み
・
裁
ち
台
持
参
　
絵
画
教
室
　
十
四
日
(
土
)
午
後
一
時
　

手
あ
み
の
袋
物
教
室
〈リ
ネ
ン
の
シ
:
ピ
ン
グ
バ
y
ク
〉十
(
日
　

(
水
)
午
後
一
時
材
料
費
千
三
百
円
?
千
五
百
円
　
七
号
の
か
き

針
持
参

文
学
教
室
〈
奥
の
細
道
〉
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十

分
　
陶
芸
教
室
　二
十
五
日
(
水
)
午
後
一
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
九
上
四
(
四

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
行
事
　
(
区
内
在
住
六
十
歳
以
上
の
方
)
　
詩
吟
教
室
　

七
日
(
土
)
・
二
十
一
日
(
土
)
午
後
二
時
　
書
道
教
室
　

(
日
(
日
)
・
二
十
二
日
(
日
)
午
後
一
時
定
員
二
十
名
　
生
花

教
室
　
一
皿
十
三
日
(
金
)
・
二
十
日
(
金
)
午
後
二
時
定
員
二
十
名
　

陶
芸
教
室
　
二
十
七
日
(
金
)
午
後
一
時

定
員
二
十
名

■
子
ど
も
映
画
会
　
七
日
(
土
)
・・・
「
黒
い
牡
牛
」　
十
五
日
(
日
)

・・・
「
ふ
し
ぎ
な
く
す
り
」
他
　
二
十
一
日
(
土
)
・・・
「
水
泳
」
他

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
と
午
後
三
時
の
二
回
上
映

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
九
七
一
五
〇
一
六

■
七
夕
ま
つ
リ
子
ど
も
会
　
八
日
(
日
)
午
後
二
時
・
=
エ
レ
キ
ギ
タ
ー

演
奏
・
合
唱
・
手
品
・
ゲ
ー
ム
・
歌
あ
そ
ぴ
・
映
画
な
ど

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
行
事
　
(
区
内
在
箜
(
十
歳
以
上
の
方
)
　
　
踊
り

教
室
　
六
日
(
金
)
・
二
十
日
(
金
)
午
前
十
時

■
子
ど
も
映
画
会
　
　
(
日
(
日
)
午
前
十
時
・
・
・
ぽ
く
と
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

他

十
五
日
(
日
)
午
後
二
時
三
十
分
・・・ベ
ル
ち
や
ん
の
ゆ
め
他

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(
ニ
-
ニ
七
六
五

■
お
年
寄
り
の
た
め
の
行
事
(
区
内
在
住
六
弋
歳
以
上
の
方
)
　
お

茶
の
教
室
　
七
日
(
土
)
・
二
十
一
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

定
員
二
十
名
(
現
在
の
と
こ
ろ
満
員
で
す
)
　
踊
り
の
教
室
　
十
一

日
(
水
)
・
十
(
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
民
謡
教
室
　
十
二

日
(
木
)
・
十
九
日
(
木
)
午
後
一
時
三
十
分
　
将
棋
大
会
　
二
十

五
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

定
員
四
十
名

■
い
け
花
教
室
会
員
募
集
　
七
月
十
日
(
火
)
か
ら
受
付
け
ま
す
。

定
員
二
十
名
(
満
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

■
子
ど
も
映
画
会
　
　
(
日
(
日
)
・
・
・
「王
様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
」他
十
五

日
(
日
)
・
「笛
ふ
き
岩
」他
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

【各
教
室
の
申
込
み
は
、直
接
各
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ
】

<
各
セ
ン
タ
ー
と
も
教
材
費
を
明
記
し
て
い
な
い
教
室
は
無
料
で
す
〉

□
西
伊
興
児
童
館
曾
(
九
七
上
(
九
四
(

■
七
夕
の
つ
ど
い
　
七
日
(
土
)
《
影
絵
〉午
後
一
時
三
十
分
・
三
時

三
十
分
(

日
(
日
)・・・
〈
映
画
会
》
午
後
三
時
-
「
竜
の
子
太
鷏
」

□
図
書
館
の
催
し
物

■
子
ど
も
映
画
会
　
中
央
図
書
館
一
(
日
(
日
)
・
十
五
日
(
日
)

午
前
十
一
時
・
午
後
二
時
各
三
十
分
前
に
整
理
券
配
布
　
千
住
図
書

館
I
毎
週
日
曜
日
午
前
九
時
三
十
分
　
宮
城
図
書
館
一
二
十
(
日

(
土
)
午
後
二
時
新
田
図
書
館
一
二
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

〈各
施
般
と
も
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日
で
す
〉

■ 区役所の電話882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141 中部福祉事務所889- 1481　 東部福祉事務所605- 7101 西 部福祉事務所897- 5011
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家
庭

光
化
学
シ
ー
ズ
ン
到
来

―
こ
と
し
も
減
ら
な
い
光
化
学
ス
モ
ッ
グ―

毎
年
、
小
・
中
学
校
を
中
心
に
被

寄
を
出
し
て
い
る
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

は
、
こ
と
し
も
ま
た
昨
年
よ
り
半
月

も
早
い
四
月
十
一
日
に
注
意
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ツ
ユ
明

け
と
同
時
に
、
本
格
的
な
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
の
発
生
し
や
す
い
シ
ー
ズ
ン

に
入
る
た
め
、
区
民
の
み
な
さ
ん
に

は
、
次
の
こ
と
に
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

〇
発
令
地
域

光
化
学
ス
モ
'
グ
の
発
生
を
知
ら

せ
る
注
意
報
等
の
発
令
地
域
は
、
東

部
、
中
部
、
西
部
、
多
摩
附
部
の
四

地
域
が
あ
り
、
足
立
区
は
東
都
地
域

に
含
ま
れ
ま
す
。

〇
周
知
方
法

都
で
は
、
注
意
報
等
の
発
令
が
あ

っ
た
時
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
を
通

じ
、
す
ば
や
く
都
民
の
み
な
さ
ん
に

匐
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
被
害
の

集
中
す
る
小
・
中
学
校
な
ど
に
同
報

無
線
連
絡
詼
I
を
設
置
し
、
い
ち
早

く
連
絡
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
区
で
は
、
都
か
ら
連
絡
を
受

け
る
と
、
出
張
所
、
保
育
園
な
ど
の

関
係
機
関
、
施
設
に
連
絡
し
、
看
板

を
出
し
た
り
、
広
報
車
に
よ
っ
て
区

民
の
み
な
さ
ん
に
扣
知
ら
せ

し
ま

す
。
一
方
、
関
係
工
場
に
対
し
て
、

ば
い
煙
威
少
措
置
を
要
請
し
、
解
除

の
時
は
、
看
板
を
は
ず
し
た
り
、
発

令
時
と
同
様
に
周
知
連
絡
い
た
し
ま

す
。

〇
注
意
報
等
が
発
令
さ
れ
た
時
の
注
意

①
な
る
べ
く
外
へ
出
な
い
で
く
だ

さ
い

②
屋
外
運
助
は
さ
し
ひ
か
え

て
く
だ
さ
い

⑤
自
助
車
を
お
持
ち

の
方
は
、
な
る
べ
く
運
転
し
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い

〇
被
害
を
受
け
た
時
の
注
意

①
眼
や
ノ
ド
に
刺
激
を

感
じ
た

ら
、
す
ぐ
洗
眼
、う
が
い
を
し
て
く
だ

さ
い

②
洗
眼
や
っ
が
い
を
し
て
も

様
子
が
変
わ
ら
な
い
時
や
、
胸
が
苦

し
く
な
っ
た
り
し
た
時
は
、
医
師
の

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い

⑤
も
よ

り
の
保
健
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

な
お
、
く
わ
し
く
は
区
役
所
公
害

課
へ
お
閧
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
二
庁
舎
の

電
語
番
号
変
更

区
役
所
第
二
庁
合
(
旧
梅
鳥
支

所
)
の
一
話
番
号
は
、
去
る
二
月

十
九
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り

ま
し
た
。

八
八
九
⊥
(
I

六
一
(
代
)

お
米
は
登
録
店
で

買
い
ま
し
よ
う

昨
年
四
月
、
食
糧
管
理
法
の
一
部

改
正
や
物
価
統
制
令
の
適
用
が
廃
止

に
な
っ
た
た
め
、
お
米
の
配
給
制
度

が
変
わ
り
、
自
由
販
売
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

配
給
の
し
く
み
は
従
来
ど
お
り
法
律

で
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
近
、
新
聞
報
道
に
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
も
ち
米
問
題
や
無
登
録
業

者
の
出
現
な
ど
は
お
米
の
適
正
な
流

通
を
阻
害
し
、
価
格
高
騰
の
一
因
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
都

で
は
、
米
般
流
通
適
正
化
協
議
会
を

設
置
し
、
消
費
者
で
あ
る
み
な
さ
ん

の
意
見
を
反
映
し
た
指
導
を
区
を
通

じ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
価
格
高
騰

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
お
米
は
安
心
で

き
る
登
録
店
で
賈
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
商
工
係

へ
ど
う
ぞ
。

足
立の

史
話

日
光
街
道
を
た
ず
ね
て
(
2
8
)

―
―
千
住
二
丁
目
か
い
わ
い
　
そ
の
三―
―

勝
山
準
四
郎

勝
専
寺
の
千
手
観
音
は
、
寺
伝
に
よ
る
と
、
「
駟

基
新
井
兵
懿
政
勝
の
父
図
一
政
次
は
、
鎌
倉
頼
朝

公
に
仕
え
居
た
り
し
が
、
雖
仁
元
年
(
匸
一
〇
一
)

所
領
を
拾
て
て
、
当
所
に
蟄
居
せ
し
も
の
な
り
。

政
次
一
日
荒
川
の
辺
に
至
り
て
戯
れ
に
網
を
打
ち

し
が
、
網
水
底
深
く
沈
み
て
容
易
に
上
ら
ず
、
強

い
て
こ
れ
を
引
く
に
、
千
手
観
音
の
像

一
躰
網
に
か
か
り
居
た
ま
え
り
。」と
い

う
次
第
で
水
中
か
ら
出
現
し
て
い
る
。

洩
草
の
観
音
様
と
同
じ
様
な
縁
起
で
あ

る
。
尊
体
も
千
手
の
腕
先
も
そ
の
せ
い

か
い
た
み
方
が
ひ
ど
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
仏
像
を
拾
い
出
し
た
時
期
に
つ
い

て
は
、
新
編
武
蔵
風
土
記
碼
が
す
で
に

疑
問
を
な
け
か
け
て
い
る
。「
千
手
観
音

を
水
底
よ
り
碍
せ
し
政
次
は
鰍
倉
頼
明
に
仕
へ
、

瘋
仁
元
年
所
領
を
捨
て
、
当
所
に
蟄
居
せ
し
と
云

伝
う
。
按
ず
る
に
図
S
政
次
嘉
一

二
年
(
一
三
二

六
)
水
底
よ
り
観
音
を
褥
し
と
云
え
ば
、
碪
仁
よ

り
嘉
層
に
至
る
ま
で
、
年
を
暦
る
こ
と
百
二
十
年

な
れ
ば
伝
の
誤
あ
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い
る
。

今
に
な
っ
て
は
観
音
様
だ
け
が
知
っ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
千
住
の
地
名
の
起
り
に
つ
い
て
は
、

こ
の
千
手
説
の
外
い
ろ
い
ろ
と
語
ら
れ
て
い
る
。

足
利
将
軍
義
政
千
寿
の
前
の
出
生
地
な
の
で
、
こ

の
名
が
起
っ
た
と
の
説
も
あ
る
。
ど
う
も
霸
つ
ぱ

の
感
じ
が
す
る
。
ま
た
千
葉
氏
か
住
ん
で
い
た
の

で
千
葉
住
村
と
言
っ
た
が
、
後
に
葉
を
除
い
て
千

住
と
な
っ
た
と
の
話
も
あ
る
。
理
く
つ
に
は
合
う

が
、
こ
れ
も
こ
じ
つ
け
の
感
が
す
る
。
小
田
原
北

条
氏
の
所
領
を
記
し
た「
小
田
原
衆
所
領
役
帳
(
北

条
分
限
帳
)
」
は
永
禄
二
年
(
一
五
五
九
)
編
さ

ん
と
伝
わ
る
が
、
足
立
区
の
村
爽
を
は
じ
め
て
史

上
に
記
録
し
た
貴
一

な
文
献
で
あ
る
。
そ
の
中
に

千
葉
氏
関
係
が
出
て
く
る
。
「
千
葉
殿
分
、
十
五

貫

下
足
立

専
住
村
」
と
あ
っ
て
千
葉
住
は
お

ろ
か
千
と
専
の
違
い
さ
え
あ
る
。

(
注
)
千
葉
毆
は
武
蔵
千
葉
氏
で
、
本
拠
は
今
の

板
橋
区
赤
塚
城
。
活
字
本
に
よ
る
と
寺
住
村

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
専

と
寺
の
草
S
体
が
似
て
い
る
の
で
、
筆
写
の

際
の
一
誤
で
あ
ろ
う
。

ま
た
最
近
で
は
、
豊
鳥
寛
彰
氏
は
そ
の
著
『
隅

田
川
と
そ
の
両
岸
、
袖
一

申
巻
』
聴
上
で
、
千
住

に
住
み
つ
い
た
人
々
は
、
熊
野
権
現
信
仰
か
ら
、

紀
州
名
草
郡
日
前
神
社
の
七
瀬
祓
の
祝
詞
(
の
り

と
)
に
あ
る
「
千
寿
河
原
」
の
千
野
を

と
っ
て
不
老
長
寿
の
願
い
を
こ
め
て
地

名
に
し
た
も
の
と
説
い
て
い
る
。
こ
う

し
て
み
る
と
地
名
の
考
証
は
む
ず
か
し

い
も
の
で
あ
る
。
旧
考
録
の
永
野
政
重

も
そ
の
本
の
中
で
地
名
に
つ
い
て
「
い

ま
だ
そ
の
証
の
正
し
さ
を
知
ら
ず
。
猶

後
人
の
詮
案
を
ま
つ
の
み
」
と
訴
え
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
千
住
の
地
名
の
起

り
を
は
『
き
り
さ
せ
る
た
め
に
は
。
開
発
の
歴
史

を
き
わ
め
る
外
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
わ

か
ら
な
い
と
■
つ
こ
と
は
、
一
面
夢
が
残
っ
て
い

て
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
勝
専
寺
と
旧
道
を
へ
だ
て
て
反
対
側

の
東
側
に
あ
る
の
が
金
蔵
寺
で
あ
る
。
氷
川
山
地

蔵
院
と
称
し
新
義
X
言
宗
派
で
あ
る
。
(
つ
づ
く
)

勝専寺に保存されている
千 手 観 音

―
水
泳
シ
ー
ズ
ン
き
た
る
―

第
2
6回
足
立
区
水
泳
競
技
大
会

区
で
は
、
次
の
よ
う
に
水
泳
競
技
大

会
を
開
催
し
ま
す
。
あ
な
た
の
泳
力
を

た
め
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
=
(
月
十
九
日
(
日
)
午
前
九

時
か
ら
〈
雨
天
決
行
〉

▽
会
場
=
区
体
育
館
プ
ー
ル

▽
参
加
資
格
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
(
た
だ
し
小
学
五
年
生
以
上

の
健
康
な
方
)

▽
種
目
=
下
表
の
と
お
り

▽
競
技
方
法
=
タ
イ
ム
レ
ー
ス

▽
申
込
み
方
法
=
所
定
の
申
込
み
用
紙

か
往
復
(
ガ
キ
に
必
要
事
項
(
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
学
校
ま
た
は
勤
務

先
名
・
連
絡
先
)
を
明
配
の
上
、
区

教
育
委
貝
会
体
育
課
へ

▽
申
込
み
締
切
り
=
(
月
四
日
(
土
)

な
お
、三
位
ま
で
入
貢
し
た
方
に
は
、

賞
品
を
差
し
あ
け
ま
す
。
競
技
は
、
小

学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の
順

に
行
な
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
詳
細
は
、

区
教
青
委
員
会
体
育
課
へ
ど
う
ぞ
。

「足立区展」作品募集
… … ふるってご参加を

区
と
区
教
青

委
員
会
で
は
、

次
の
と

お
り

「
第
七
回
足
立

区
展

」
を
随一
催

し
ま
す
。
日
頃

の
作
品
を
発
表

し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

■
展
覧
期
間

▽
洋
画
・
彫
塑

の
部

七
月
二
十
三

日
(
月
)
?
二
十
(
日
(
土
)

▽
書
道
の
部

七
月
三
十
日
(
月
T
(
月
四
日
(
土
)
　

展
覧
時
間
は
、午
前
九
時
～
午
後
六

時
ま
で

。
た
だ
し
、
洋
画
・
彫
笳
戻
の

最
終
日
は
午
後
二
時
、
書
道
展
の
最
終

日
は
午
後
三
時
ま
で

。

■
会
場

区
役
所
七
階
大
会
磁
室

■
応
募
資
格

区
吋
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■
搬
入
日
時
・
場
所

▽
洋
画
・
彫
塑
-
七
月
二
十
一
日
(
土
)

午
前
九
時
?
午
後
七
時

▽
書
道
一
七
月
二
十
八
日
(
土
)
午
前

九
時
?
正
午

搬
入
場
所
は
、区
役
所
七
階

■
搬
出
日
時
・
場
所

▽
洋
画
・
彫
塑
一
七
月
二
十
(
日
(
土
)

午
後
二
時
～
七
時

▽
書
道
-
(
月
四
日
(
土
)
午
後
三
時

～
五
時

場
所
は
、
区
役
所
七
階

そ
の
ほ
か
問
い
合
わ
せ
は
、
区
教
青

委
員
会
文
化
係
へ
ど
う
ぞ
。

老
人
福
祉
ベ
ル
を

取
付
け
ま
す

区
で
は
、
ひ
と
り
ぐ
ら
し
の
お
年
寄

り
に
、
急
病
・
盗
難
・
火
災
な
ど
の
非

常
事
態
に
備
え
て

、
非
常
ベ
ル
そ
取
付

け
て
い
ま
す
。
非
常
ベ
ル
を
取
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄
り
に
安
心
眼
を

も
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
非
常
事
態

に
は
、
ベ
ル
を
鳴
ら
し
て
、
近
所
の
方

々
の
協
力
を
摶
て
大
事
に
至
ら
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ベ
ル
の
取
付
け
を
受
け
ら
れ

る
方

は

。
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
で
す
。
ご
近
所
に
そ
の
よ
う
な
方

が
お
い
で
で
し
た
ら
、
教
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
方
は
、
区
役
所
老
人
助
成

係
か
お
近
く
の
民
生
委
員
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

ご
近
所
の
方
へ

非
常
ベ
ル
は
、
ひ

と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
住
宅
の
外

・
壁
な
ど
に
取
付
け
て
あ
り
、
近
所
の
方

に
す
ぐ
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ベ
ル
か
鳴
っ
た
ら
す
ぐ
に
か
け
つ

け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

部
落
問
題
の
理

解
の
た
め
に
(
1
7
)

部
落
解
放
運
動
の
歴
史
①

部
落
解
放
運
助
史
上
に
、
か
が
や

か
し
く
そ
の
第
一
歩
を
示
す
渋
染
一

揆
は
、
安
政
三
年
(
一
(
五
六
年
)

備
前
岡
山
池
田
藩
に
お
い
て
起
っ
た

事
件
で
あ
る
。

安
政
二
年
、
財
政
の
切
迫
し
た
池

田
澪
は
、領
内
に
倹
約
喞
を
出
し
、財

政
の
建
て
直
し
を
は
か
っ
た
が
、
そ

の
さ
い
特
に
部
落
民
に
対
し
て
は
、

渋
染
無
紋
の
衣
服
以
外
着
て
は
な
ら

な
い
と
の
お
触
れ
書
き
を
出
し
た
。

こ
の
よ
う
な
■
冐
な
差
別
に
激
怒

し
た
部
落
民
大
衆
は
、協
瞋
の
上
、

お
触
れ
書
撤
回
の
歎
願
を
提
出
し

よ
う
と
し
た
が
こ
れ
を
、却
下
さ
れ
、

つ
い
に
怒
り
は
爆
発
し
、
領
内
五
十

三
ケ
村
八
千
名
の
都
落
民
が
決
起
、

差
別
撤
廃
の
た
め
の
強
訴
に
お
よ
ん

だ
の
で
あ
る
。

こ
の
闘
い
で
十
二
名
の
と
お
と
い

儀
姓
者
を
出
し
た
が
、
璢
で
は
都
落

民
の
禁
服
反
対
の
要
求
を
黙
認
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
。

そ
し
て
、こ
の
一
揆
の
差
別
反
対

を
叫
ぶ
反
権
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、全

国
水
平
社
に
、
今
日
の
都
落
解
放
同

盟
に
と
、
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。

(
都
落
解
放
同
盟
足
立
支
都

(
(
四
-
三
七
(
五
)

地
域
地
区
改
正
の

都
市
計
画
案
公
聴
会

都
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
一
月
に

地
域
地
区
改
正
の
基
本
方
針
を
発
表
し

て
か
ら
、各
区
市
町
村
の
協
力
を
得
て
、

都
民
参
加
の
地
域
地
区
改
正
作
業
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
ぴ
調
整
案
が

作
成
さ
れ
、
都
首
都
整
備
局
・
区
役
所

建
築
課
で
お
見
せ
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
調
整
案
に
関
す
る
公
聴
会
を

次
の
と
お
り
開
催
す
る
予
定
で
す
が
、

ご
意
見
の
あ
る
方
は
公
述
申
出
書
に
よ

り
お
申
出
く
だ
さ
い
。

公
述
期
間
1
昭
和
四
十
(
年
(
月
一

日
?
(
日
公
述
場
所
-
都
庁
第
ニ
ホ
ー

ル

公
述
申
出
期
間
―
昭
和
四
十
(

年
七
月
十
一
日
～
二
十
日

公
聴
会
・
飼
整
案
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
都
首
都
整
備
局
地
域
計
画

都
都
市
計
画
課
(
啻
二
こ

〒

五
一
一

一
内
線
二
九
九
四
・
四
五
〇
六
)
か
区

役
所
建
築
課
へ
ど
う
ぞ
。

掲

示

板

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

七
月
は
、
愛
の
血
液
助
け
舍
い
連

助
月
間
で
す
。
夏
期
は
献
血
者
が
減

少
し
、
輸
血
を
必
要
と
す
る
多
く
の

大
が
苦
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の

献
血
が
多
く
の
大
ぴ
と
の
尊
い
生
命

を
救
い
ま
す
。

人
の
た
め
、ま
た
自
分
の
た
め
に
、

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

七
月
の
移
動
採
血
日
程

▽
九
日
(
月
)
　

中
川
小

▽
十
六
日
(
月
)
　

新
田
中

▽
二
十
日
(
金
)
　

竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
五
日
(
水
)
　

溯
江
第
一
小

▽
三
十
日
(
月
)
　

北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で
で
す
。

■
1
6
ミ
リ
映
写
機

講
習
会

期
間
-
七
月
十
日
(
火
)
～
十
(

日
(
水
)
ま
で

くた
だ
し
十
四

。十

五
・
十
六
日
を
除
く
〉
の
午
後
六
時

か
ら
八
時
三
十
分
ま
で

場
所
丿
区
青
年
館
(
東
武
線
大
師

前
駅
下
車
)

申
込
み
資
格
I
区
内
在
住
・
在
助

の
方定

員
-
五
十
名

申
込
み
先
-
区
教
育
委
員
会
文
化

係
(
七
月
六
日
か
ら
受
付
け
、
定
員

に
な
り
次
第
締
切
り
)

■
平
野
運
動
場

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン

区
営
平
野
運
助
楊
の
拡
彊
工
事
が

終
わ
り
、
野
球
場
二
面
(
陸
上
頭
技

場
兼
用
)

、
排
球
場
一
面
が
完
成
し

ま
し
た
。(
月
一
日
か
ら
貸
出
す
こ

と
に
な
り
、
次
の
要
領
で
、
ご
利
用

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
一
)
貸
出
し
期
間

野
球
場
、陸
上
鯖
技
楊
は
、(
月

一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

排
球
場
は
、(
月
一
日
か
ら
十
一

月
三
十
一
日
ま
で

。

(
二
)
貸
出
し
時
聞

陸
上
観
技
場
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
。
野
球
場
・
排

球
場
は
、
午
前
六
時
か
ら
午
後
六

時
ま
で

(
三
)
貸
出
す
方
法

野
球
場
は
、
毎
月
十
六
日
に
翌

月
分
を
、
陸
上
餓
技
場
は
毎
月
一

日
か
ら
翌
月
分
を
賃
出
し

ま
す

(
申
込
み
多
数
の
鳩
合
は

、
抽
せ
　

ん
を
行
な
い
ま
す
)

。

な
お
、
陸
上
競
技
場
の
抽
恰
ん

日
は
、毎
月
一
日
に
行
な
い
ま
す
。

※
(
月
分
の
陸
上
競
技
場
の
抽
せ
ん

は
、
七
月
十
日
午
前
九
時
に
体
育

課
で
行
な
い
ま
す
。

詳
細
は
、
体
青
課
へ
ど
う
ぞ
。

■
ア
ル
バ
イ
ト

募

集

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
。

次
の
と
お
り
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
直
接

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

(
○
五
-
七
一
〇
一

勤
務
期
間
―
七
月
二
十
日
(
金
)
?

(
月
三
十
一
日
(
金
)

勤
務
先
―
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
柬
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七
)
　

対
象
L
高
校
生
以
上
の
男
女

■
青
年
館
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

西
新
井
大
師
隣
り
の
足
立
区
青
年

館
で
は
、
館
内
改
装
工
事
の
た
め
次

の
期
間
休
館
し
ま
す
。
な
匐
、
こ
の

期
間
以
外
の
予
約
等
は
休
館
中
で
も

受
付
け
い
た
し
ま
す
。

休
間
期
間
　
七
月
十
九
日
(
木
)

～
八
月
十
五
日
(
水
)

く
わ
し
く
は
、
直
接
青
年
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
を
。

(
九
〇
一
〇
〇
六
一

■
苗
木
の
配
布
終
わ
る
　

街
の
録
化
を
今
後
も
進
め
よ
う

五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
実
施

し
た
、
つ
つ
じ
の
苗
木
の
無
料
配
布

は
、好
坪
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

ご
参
考
ま
で
に
、
一
万
本
の
毎
集
に

対
し
、申
込
み
は
九
、五
四
六
本
で
全

員
当
遇
、残
余
数
は
。花
い
っ
ぱ
い
運

助
癬
加
団
体
等
に
配
布
し
ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
感
謝

し
ま
す
。
今
後
と
も
、
町
に
緑
を
と

り
も
ど
す
「
緑
化
推
進
」
に
積
極
的

な
ご
協
力
を
お
顳
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
郵
便
遅
配
に
よ
り
、
一
都

の
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
お
詑
ぴ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
事
業
は
来
年
も
実
施

す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご
応
募
な
さ

ら
な
か
っ
た
方
も
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。

■
幼
児
の

食
事
講
習
会

日
時
…
七
月
二
十
日
(
金
)
午
前

九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分
　
会
場
…

東
和
保
健
相
岐
所
　
内
容
…
夏

の

食

生

酒

・

お

や
つ

の

与

え
方

・

お

や

つ
　

申

込
み

は

、
相

談

所
へ

ど
う

ぞ

。　
(

○

六
一

四

一

七
一

■
働
く
青
少
年
の

交
歓
会

日
時
…
七
月
二
十
八
日
(
土
)
午

後
五
時
～
九
時
　
場
所
…
足
立
動
労

福
祉
会
館
　
参
加
資
格
…
中
小
・
零

細
企
業
勤
労
青
少
年
　
内
容
…
盆
踊

り
・
阿
波
踊
り
・
民
謡
ほ
か
　
申
込

み
は
、
電
話
か
直
接
会
館
へ
(
参
加

無
料
)
　

八
四
〇
-
二
五
二
五

■
一
日
生
活
教
室

日

時
・
:
七

月

十
(

‥【
】(
水
)

午

後

一
時

三

十

分

ヱ

二
時

三

十

分

会
一

・
:
消

費

者

セ

ン

タ
ー
江

東

支
所
(

墨

田

区

江

東

橋

四
-

二

六
一

五
)

申

込
み

は

。
セ
ン

タ
ー

ヘ
ー
接

か

竜

話

で

。

六
三

五
-

○

九
一

四

■
納
税
に
は
便
利
な

自
動
振
替
を

税
務
署
で
は
。
納
税
に
便
利
な
自

助
振
替
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
す
す
め

て
い
ま
す
。
新
た
に
自
助
振
替
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
今
す
ぐ
所
轄
の
税

務
署
か
取
引
銀
行
の
窓
口
に
お
申
出

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
税
務
署

の
管
理
課
へ
ど
う
ぞ
。

▽
足
立
税
務
署
　
(
(
(
一
六
二

四
一
(
代
)

▽
西
新
井
税
務
署
　
{
四
〇
一
一

}一
一
(
代
)

「
新
修
足
立
区
史

」

を
お
持
ち
の
方
へ

町
正
に
つ
い
て
の

御

案
内

を
。
ま
だ
お
受
取
り
に
な
ら
な

い
方
は

、
区
役
所
広
報
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
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